
ICTインフラ監視製品 System Answer G3 活用セミナー
DX・セキュリティ対策を支える

新しい働き方も普及した昨今、DXやセキュリティ対策を進める企業様が増えております。
しかしながら、ICTを下支えするネットワークインフラが脆弱になってしまうと、せっかくの投資も無駄に
なってしまいます。本セミナーでは、ICTインフラ監視製品の決定版「System Answer G3」のご活用
を通して、ネットワーク安定稼働のための秘訣をお届けします。

ネットワークトラブルのお困り事を解決！
「繋がらない」「遅い」を無くしませんか？

講師：アイビーシー株式会社

＜こんな方におすすめです＞
■社内からの「繋がらない」「遅い」という声にお悩みの方
■運用工数や定型業務の効率化に取り組んでいる方
■DCやセキュリティ対策を推進されている方



セミナー事務局
〒144-0051 東京都大田区西蒲田 7-37-10 グリーンプレイス蒲田8階
Mail :  solseminar@solekia.co.jp

お問い合わせ先

インフラ環境をエージェントレスで一元的に監視

製品のご紹介

117 メーカー、3,757 項目のプラ
イベート MIB をテンプレートとし
て、標準対応しているため、マルチ
ベンダー機器の監視を容易に実現し
ます。

情報の収集間隔によって性能状況の
見え方が大きく異なります。高精度
かつ詳細な性能分析をおこなうには、
1分間隔での性能情報が必要となり
ます。

1 分間隔データ収集

1 分間隔で収集した性能情報を 3 年
間非圧縮で保存して、グラフ表示す
ることが可能です。中長期的な視点
でのグラフも表示できます。

3 年分稼働統計データ マルチベンダー機器対応

収集した性能情報を、簡単かつ迅速
にレポートとして作成します。その
結果、プレビューによる現状把握や
詳細な性能分析を実現できます。

自動レポート出力

過去情報との比較を 1 グラフで表
示します。昨日、先週、先月、昨年
など表示した時間と同じ時間帯にお
ける過去の値を比較することができ
ます。

稼働比較

取得データの傾向の変化率を値とグ
ラフで描画し、視覚的に今後の傾向
を把握できます。これにより的確な
キャパシティ計画の立案に活用でき
ます。

傾向分析機能

※ 数値は、2019 年 9 月時点
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